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II 業績主義 と男 ら しさの ゆ らぎ
　　

一
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山 田 　 昌弘 （東　京 　学 　芸 　大 学）

竹内　　洋 〔京　　都　　大　　学）
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　教育社会学 にお ける従来の ジ ェ ン ダー

研 究は ， 女子 ・女性 に 焦点化す る こ とが

多か っ た 。 この こ とは ， ジ ェ ン ダー研究

が ， 女性 に対す る差別
・抑圧 の 解消 を 目

標 とする女性学研究の 中か ら立ち上が っ

た こ と に 由来 し， こ れ までの 歴 史的社会

的状況 の 中で は大 きな成果 を上 げて きた

とい える。 しか し次第に，女性 と男性の

関係 ， さ らに は男子 ・男性の 置か れ た社

会状況に も視点を広 げる こ とが 求め られ

つ つ ある 。 そ こで
， 本課題研究で は

， 教

育 現場 や 労働 市場 ・結婚市場 に お け る男

子 ・男性をめ ぐる問題状況に注 目し， 考

察 の 対 象 と した 。

　 さ らに ， 本課題研究で は ， 現在広 く関

心 を集め て い る教育問題 や社会 問題 を と

りあ げ，
マ ス キ ュ リニ テ ィ 概念の 導入 に

よる新た な分 析可能性 を探 っ た 。 長期化

す る 不況下 ， 労働 と教育 を と りま く状況

は大きく変化 してい る 。 そ の 中で ， 業績

主義 を基軸 と した 社会 シ ス テ ム
， さ ら に

業績主義と分 か ちがた く結 び つ い て い た

「男 らしさ」の 概念 もまた， 修正 を迫 られ

て い る 。 した が っ て
， 教育 や労 働 の 場 に

おい て業績主義的な価値観や行動様式が

崩壊 しつ つ あ る状況 を捉え ， それ らが教

育現 場や 労働市場 ， 家族の 構造や 相互 関

係に もた らす影響 を考察す る上で ，
マ ス

キ ュ リニ テ ィ とい う概念は有効 で はない

か と考 えた の で ある 。

　第
一

報 告 で は，森 田洋司氏 （大 阪市立

大学）が ， 「不 登校 と ジ ェ ン ダー
」と題 し

て
， 不 登校現 象の ジ ェ ン ダー分析 を試み

た 。 氏 は ， まず初め に ， 不登校に 関して

は
， 男女別の 公 式統計が 皆無 で あ り，

こ

れ まで統計的 な性差が〜
般的な知見 と し

て 提 示 され た こ とが な か っ た こ と ， した

が っ て ， 個別事例の 分析を除き ， ジ ェ ン

ダー
の 視 点 に 基 づ く不 登校研 究 が 存在 し

なか っ た こ とを指摘す る 。 この こ とは ，

不登校現象が ジ ェ ン ダー と関連 す る もの

として捉え られ て こ なか っ た こ とを示 す

と ともに
， 公 式統計 の 有無が 私た ち の 研

究の 方向を い か に 規定 して い るか と い う

こ とを改めて認識させ て くれ る。

　 さて ， 森田 氏は ， そ う した デ
ー

タ の 不

足や 限定性 を断 りつ つ
， 不登校の 出現率

に性差が見 られ る こ と（男子 〉 女子）， ま

た近 年 ， その 性差 が 縮小 す る傾 向 に あ る

こ とを指摘する。 そ して ， 「不登校の脱逸
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脱化」の 進行 に よ り，

一
般的 に不登校 は

増加傾向に あ るが ， そ の 過程で ジ ェ ン ダ

ーに よる選択的な作用（フ ィ ル タ リン グ）

が働 い た ため ， 性差縮小の 傾向が 生 じた

の で はない か と推論す る 。 さ らに ， 不登

校 とジ ェ ン ダーの 関係の さ らな る分析 の

た め に は ， 「不登 校問題 」を進 路形 成問題

と して 捉 え ， 労働 市場 との 関わ りか らジ

ェ ン ダー
役割 との 関係 を検討す る こ とが

重要で ある と主張す る 。

　次 に
， 本田 由紀氏 （東京大学）が ， 「男

性 フ リーターの行方」 と題 して
， 男性 ブ

リーターの 現状 と将来の 可能性 に つ い て

考察 を行 っ た 。 本田氏 は ， まず， 階層的

に もジ ェ ン ダー構造的に も排除 され た男

性 フ リータ
ー

の 現状 を示 した 。 また ， 既

存 データの分析 を通 じて ， 男性 フ リータ

ーが ， 「企業社会」的で な い ル ー トで 職業

的地位達成 を 目指す 「野心型 」 と， 地位

達成志向そ の もの を持た ず現状 に留 ま ろ

うとす る 「安住型」に 分化 して い る こ と ，

「野心型」は ，

一
定の 経済力を もちな が ら，

ジ ェ ン ダー意識が極 め て保守 的 ，

一方 で

「安住型」は ， ジ ェ ン ダー意識 は保守的で

ない が ， 経済的 に 厳 し い 状況 に ある こ と

を明 らか に した 。

　 さ らに本田氏 は ， 夫婦 2人で 1．5 人分

の賃労働 を行い
， 家庭生活との 両立を模

索す る 「1．5 働 き社会 」を ， 労働の あ り

方 とジ ェ ン ダー問題の 両者 を解決す るた

め の将来 ビジ ョ ン として 提示 し ， その 実

現 とい う観点か ら， 労働や フ リーター
の

現状が どの よ うな問題 と可能性 をは らむ

か を考察す る 。 「希望 の シ ナ リオ」は ， 労

働政策や ジ ェ ン ダー意 識の 変革 に よ る

「1．5 働 きj の 実現だが ， 「絶望の シ ナ リ
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オ」 は ， ジ ェ ン ダー格差 や社会格差の拡

大 ・固定化で あ り ， 今 の 日本社会 は ， ど

ち らに も進み う る微妙な曲が り角 に あ

る，
と氏は 指摘す る 。

　最後に ， 山田氏が
， 「雇用 ， 恋愛 シ ス テ

ム の 変容 と男性の ゆ くえ」 と題 した報告

を行い ， 恋愛 ・結婚 の シ ス テ ム を ， 「ジ ェ

ン ダー と教育」研究 や フ リーター
研究に

組み 入れ る こ との 重 要性 を指摘 した 。 従

来の 研究 は ， 労働 シ ス テ ム
， キ ャ リア形

成問題 を 中心 に 理 論 を 組 み 立 て て い る

が ， 恋愛 シ ス テ ム の 中で の 有利／不 利 と

い っ た問題 は発達過程の 青少年に お い て

非常に 大 き な問題で あ り， また ， と りわ

け男性は
， 「で き る こ と」と「もて る こ と」

に強 い 連動が 見 られ る こ と か ら， 恋愛シ

ス テム を考慮に入れた分析が不可欠 ， と

い うの で あ る 。

　 そ して ， そ うした観点か ら見た場合，

高度経済成長期は大 多数の 男性 に ア イデ

ン テ ィ テ ィ を保証 して きたが ， 現在の 経

済・恋愛 シ ス テ ム は ， 「で きない ＝ もて な

い 男性」を厳 し く排除 する もの で あ り，

彼 らは将来の 見通 しを全 く持て ない 状況

に な っ て い る と問題化 する 。

　 これ らの 報告 に対し ， 討論者の竹内洋

氏 （京都大学）や フ ロ ア ーか ら多 くの 質

問や コ メ ン トが寄せ られた 。 森田氏 に対

して は ， 不登校 の 出現率や卒業後 の就 労

に お ける ジ ェ ン ダー と階層の 複合的な影

響に つ い て の 問題提起が あ り， 今後の課

題 と して確認 さ れた 。 本田 氏に 対 して は，

「野心型 」「安住型 」それ ぞれ の 文化 ・戦

略 に つ い て意見が交 され た 。 「野 心型 」と

ポール ・ ウ ィ リス の 「野郎 ど も」 との 相

同性が 指摘 さ れた ほか ， 「安 住型 」の ジ ェ
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ン ダー意識の希薄 さ を ど う解釈す るか に

つ い て は ， 複数の 見解が み られ た 。 竹内

氏が ， 単 なる 無責任 さ の表 れ にす ぎな い

の で はない か と述 べ た ほか ， フ ロ アーか

ら も自己肯定の た め の 戦略 とみ る見 方が

示され た
。 山田氏 との や りと りの 中で は ，

「で きる こ と」の 多義性， さ まざまな 「で

き る こ と」の ， 男性の 競争 シ ス テ ム の 中

で の布置関係 ， 「で きる こ と」と 「もて る

こ と」 の 結 び つ きの 様相 ， そ の 変化の 可

能性 な ど
，
さ ま ざまな論点が 提出され た 。

　時間の制約 もあ り， 包括的な議論に ま

で は至 る こ とが で きなか っ た もの の ， 家

族 ・
学校 ・

労働市場 ・ 恋愛市場 と い う
一

見別 個の シ ス テ ム を つ な ぐもの と して
，

マ ス キ ュ リニ テ ィ と い う概念， もし くは

男女の 関係性 を も視野 に入 れ た ジ ェ ン ダ

ー概念が極めて有効 で あ る こ とは，確認

で きた ように思わ れ る 。

　研究部の 予測 を超 え る参 加人 数に ， こ

の問題 に 関す る関心 の 高さ を知 る こ と と

な っ た 。 今後 も ， 男子 ・
男性 を対象 とす

る研究 ， 男女の 関係性を切 り口 に立体的

に 教育問題 ・社会問題 を読み解 くよ うな

研究が ， 多様 な角度か らなされ る こ とを

期待した い
。

　　　　　　　　　 （文責 ：上 田智子 ）
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